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関節は、骨と骨をつなぎ、体に柔軟性を与え、一生にわたり日常の
運動を支え続けている。日常の滑らかな運動を支えるのは、骨の先
端を覆う「関節軟骨」と「関節液」である。関節軟骨層は弾力性を
持ち、関節液中のヒアルロン酸は粘弾性という性質を持ち、協力し
て関節の潤滑を保っている。そうしたヒアルロン酸の特性を実験に
よって見せるとともに、軟骨を形成する過程を、長時間のミクロ映
像によってはじめて明らかにした。

科学技術庁推奨　第38回科学技術映像祭科学技術庁長官賞
1996年教育映像祭優秀作品賞

今まであまり知られていなかった関節の物理的機能と、関節の骨の
先端を覆っている軟骨層の代謝のしくみ、軟骨組織の働きについて、
ミクロ映像を用いて探る。
人間の行動を支え続ける関節軟骨の柔軟性・弾力性の秘密と保全に
ついても説き明かす。
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■企画
中外製薬株式会社
アベンティスファー
マ株式会社

■監修
山本　真（北里大学
名誉教授　九州労災
病院名誉院長）
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岡　正典（京都大学
再生医科学研究所再
生医学応用部教授）
加藤幸夫（広島大学
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■製作
村山英世
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羽佐田育生
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■実景照明
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佐藤大和

■タイトル・線画
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■ネガ編集
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■選曲
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■録音スタジオ
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■現像
IMAGICA

■解説
伊藤惣一


